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相模原市社会福祉協議会
社会福祉法人

広　報

緑区だ より第45号
5656

福祉情報ポケット福祉情報ポケット
バオバブ「早春フェア」開催

2月15日（土）～3月８日（土）午前10時～午後5時日時
あじさい会館1階場所

☎042-757-6772問合

内容 市内の障がい者事業所による手作り製品を販売
ひな人形、新入学製品など多数揃えています。

認知症介護相談会　「ほっとタイム」

3月8日（土）　午後2時～4時30分日時
相模原市民ギャラリー会議室場所

視覚障がい者の理解とガイド体験

定員 15名（先着順・参加費無料）

内容 視覚障がいのある方への接し方、誘導の基本を体験
関心のある方どなたでも参加できます。

申込 ☎090-8103-2126　{ywfjj734@yahoo.co.jp

①2月7日（金）、3月6日（木）、4月8日（火）②3月5日（水）、4月３日（木）
①②いずれも、午前10時30分～正午

日時

①南保健福祉センター2階　情報交換ルーム
②けやき会館3階　市民活動サポートセンター会議室

場所

内容 認知症のご家族の介護にお悩みの方等、誰でも参加できます！ 

申込 ☎090-6044-5679
認知症高齢者家族の会　友知草の会（担当：徳田）問合

若年性認知症家族の会じゅりの会 「認知症マフをつくろう」
２月13日（木）　午前10時30分～午後３時30分日時
チームオレンジサポートセンター（中央区淵野辺4-4-2-102）場所

内容 認知症マフは、手元に不安を感じる症状のある認知症の
方が、落ち着けるようにデザインされた、円柱型のニット
小物です。一緒に作りましょう！（出入自由）

申込 ☎090-9153-5707

相模原誘導グループささの会（担当：肥田）問合

毎週水曜日　午後1時30分～3時30分日時
南保健福祉センター1階　ボランティア活動室場所

手話サークルおりづる　会員募集

会費 月1,000円

内容 一緒に楽しく手話を学び、聴こえない人と手話べりましょう。
（ろう者による指導）

南ボランティアセンター ☎042-765-7085問合

若年性認知症家族の会じゅりの会（担当：浜井）問合

※日曜・祝日は休業日あり
　（要問合せ）

※申込の際は、氏名・住所・電話番号をお伝えください。

市社協からのお知らせ

説明会参加予約は右記二次元コードから
（電話・メールでも予約可能です）

日時 3月19日㈬ 
午後1時30分～午後3時30分

場所 緑区合同庁舎2階情報交換ルーム
（緑区西橋本5-3-21）

申込 緑ボランティアセンター　☎042-775-1761
・セミナーの参加をきっかけに、ボランティアをはじめた方の
  体験談
・全盲当事者の講話と五感を使ってバリアフリーの体験

内容

子育て支援の
“ファミリー・サポート・センター”入会説明会

ファミリー・サポート・センター事務局　☎042-730-3885問合

日時(所要時間は、1時間半程度) 会場
2月14日㈮ 午前10時30分～
2月25日㈫ 午前10時30分～
3月 3日㈪ 午前10時30分～
3月18日㈫ 午前10時30分～

あじさい会館
ユニコムプラザ
あじさい会館
ソレイユさがみ

　「保育所の迎えが間に合わないときに代わりにお迎えをお願いしたい」、「リフ
レッシュをしたい」など、生後0か月からのお子さんを対象に地域の方が見守りや
預かり、送迎等を行います（有償）。利用したい、お手伝いしたい人を対象に入会
説明会を行います。
※生後0～3か月未満は、保護者がそばにいることが条件です。

ボランティアの世界へ～五感を使ってバリアフリーを学ぼう～

日常生活に新たな発見が！ あなたにあうボランティアを探します！！

※詳細は市社協ホームページ(右の二次元コード)をご確認ください。

(土・日曜日、祝日は閉所)
【変更後】 月～金曜日：午前9時～午後5時　
4月1日より開所日・開所時間が変更になりますので、ご承知おきください。

動画視聴で会員登録もできます。詳しくはホームぺージをご覧ください。

緑・中央・南ボランティアセンターの開所日・時間の変更について

地域デビューを応援します！ボランティアセミナー

相模原市社会福祉協議会非常勤職員募集

地域福祉推進員（週5日7時間勤務・月給24万）
地域福祉支援員（週4日勤務・時給1,222円）　ほか

職種

詳しくは市社協ホームページをご覧ください。

ホームページ

相模原市社会福祉協議会 中央ボランティアセンター　☎042-786-6181問合

　大きな災害が起こったときや、日頃安全に安心して暮らすための支えとなる「地
域の力」。その中心的な役割を担っているのが自治会です。
さらに自治会に加入すると、市内を中心に自治会員応援店でお得な特典を受ける
ことができる「自治会員専用割引（JichiPass）」が配布されます。
詳しくはホームページから！

自治会に加入しよう！

相模原市自治会連合会詳しくは、 相模原市自治会連合会
☎042-753-3419

問合

日時 3月21日㈮　午後4時30分～7時 場所 南区地域福祉交流ラウンジ

内容 ハンドメイドや飲み物の提供
女性相談員による「なんでも相談」を実施します。

問合 南区事務所
☎042-765-7065　{minami@sagamiharashishakyo.or.jp

参加方法 申込不要。直接会場へお越しください。

10代20代女性のための居場所「ふたばＲｏｏｍ」

　今
回
は
、
福
祉
の
現
場
で
働

く
方
を
紹
介
し
、
仕
事
や
そ
の

方
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

生
活
介
護
事
業
所

さ
つ
き
藤
野
工
房

芳は

が賀

　
泰や

す
し

さ
ん

　芳
賀
さ
ん
は
藤
野
地
区
に
あ

る
、
知
的
障
が
い
者
の
日
中
活

動
を
支
援
す
る
施
設
の
生
活
支

援
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉

職
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を
伺

い
ま
し
た
。

　「
学
生
時
代
に
水
泳
教
室
の

コ
ー
チ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
自
閉
症
の

小
学
生
が
習
い
に
来
た
ん
で
す
。

が
、
日
常
で
は
『
支
援
す
る
』

と
難
し
く
考
え
る
の
で
は
な

く
、
『
お
互
い
お
も
し
ろ
く
』

と
い
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
漫
才
コ
ン
ビ
の
よ
う

に
、
自
分
が
ボ
ケ
て
利
用
者
さ

ん
に
ツ
ッ
コ
ん
で
も
ら
う
、
な
ん

て
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。

『
そ
こ
に
笑
い
が
あ
る
か
ど
う

か
』
を
意
識
し
て
日
々
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
試
し
て
い
ま
す
」

好
き
な
こ
と
を
武
器
に
し
て

　ク
イ
ー
ン
や
忌
野
清
志
郎
な

ど
、
音
楽
を
愛
す
る
芳
賀
さ
ん

は
、
現
在
、
音
楽
好
き
の
利
用

者
と
バ
ン
ド
を
結
成
し
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
ラ
イ
ブ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
芳
賀
さ
ん
が

ギ
タ
ー
と
ボ
ー
カ
ル
、
利
用
者

三
名
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
マ
ラ
カ

ス
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
「
福
祉
の
仕
事

は
職
員
も
利
用
者
も
関
係
な
く
、

最
初
は
泳
げ
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
教
え
て
い
く
う
ち
に
徐
々

に
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
。
そ

の
子
と
の
出
会
い
か
ら
、
障
が

い
者
福
祉
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
」
と
語
る
芳
賀
さ
ん
。
「
本
当

は
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
会
社
に

行
く
自
分
が
想
像
で
き
な
か
っ

た
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
照
れ
か

く
し
の
よ
う
に
笑
い
ま
し
た
。

漫
才
の
よ
う
に
日
々
を
楽
し
む

　季
節
の
イ
ベ
ン
ト
や
利
用
者

の
体
調
な
ど
、
日
々
活
動
内
容

が
変
わ
る
生
活
介
護
事
業
所
。

芳
賀
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
意
識
し
て
過
ご
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　「
仕
事
な
の
で
責
任
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
や
好

き
な
こ
と
を
武
器
に
、
そ
れ
を

活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
バ
ン
ド
活
動
で
も
メ
ン

バ
ー
の
魅
力
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
バ
ン
ド
の
出

演
依
頼
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
よ
！
」
と
豪
快
に
笑

う
芳
賀
さ
ん
。｢

職
員｣｢

利
用
者｣

で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
同
士

と
し
て
向
き
合
う
芳
賀
さ
ん
の

周
り
に
は
、
終
始
笑
い
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　「
福
祉
の
か
が
や
き
び
と
」

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

（
問
）
市
社
協
総
務
課
０
４

２
・
７
３
０
・
３
８
８
８

あ
な
た
の
身
近
に
も

福
祉
の｢

か
が
や
き
び
と｣

バンドの練習風景（芳賀さん・左）

ス
マ
ホ･

Ｐ
Ｃ
何
で
も
サ
ポ
ー
ト

相
模
原
パ
ソ
コ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー

　スマ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
操

作
で
お
悩
み
の
方
は
『
相
模

原
Ｐ
Ｃ
レ
ス
キ
ュ
ー
』
へ
。

Ｐ
Ｃ
教
室
が
運
営
す
る
同
店

な
ら
安
心
（
要
予
約
）
。

■
東
橋
本
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の
35
の
11
／

木
・
祝
定
休
／
受
付
平
日
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時
30
分
～
20
時
、
土
日
９
時

（1人1回・サポート、教室何でも使用可）

紙面
持参 ￥1,100割引で

｢私たちにお任せください｣
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分
～
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時
／
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Instagram　気ままに投稿中♪

地域の情報や記者の日常をお届け！
是非チェックしてください

県常任委員会
報告①

障
害
へ
の
理
解
と
雇
用

神
奈
川
県
議
会
議
員(

自
民
党)

山
口
美
津
夫

事務所：042-785-6655
相模原市緑区三ケ木316-2

自民党神奈川県議会議員団

山口美津夫
総務政策常任委員会

共生社会特別委員会（委員長）
予算委員会

　自民
党
神
奈
川
県
議
会
議

員
団
を
代
表
し
、
総
務
政
策

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て

い
る
諸
議
案
に
つ
い
て
意
見

要
望
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

相
模
原
市
に
関
連
す
る
一
部

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

●
第
２
期
障
害
者
活
躍
推
進

計
画　「と

も
に
生
き
る
社
会
か

な
が
わ
憲
章
」
を
推
進
し
、

「
当
事
者
目
線
の
障
害
福
祉

推
進
条
例
」
を
制
定
し
て
い

る
本
県
で
は
、
「
障
害
者
に

関
わ
る
誰
も
が
障
害
者
一
人

一
人
の
立
場
に
立
ち
、
そ
の

望
み
と
願
い
を
尊
重
す
る
」

と
い
う
理
念
に
即
し
た
取
組

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　法定
雇
用
率
の
達
成
は
も

ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
単
に

障
害
者
の
雇
用
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、
全
て
の
県
職
員

が
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、

職
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う

な
認
識
の
も
と
、
障
害
者
雇

用
の
取
組
を
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
宮
ヶ
瀬
湖
周
辺
施
設
及
び

相
模
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
選
定
基
準

　宮ヶ
瀬
湖
周
辺
施
設
と
相

模
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
い

ず
れ
も
水
源
地
域
の
活
性
化

を
図
る
上
で
欠
か
せ
な
い
施

設
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
地
元
市
町
村
や
地
域
の

取
組
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活

か
し
た
利
用
促
進
の
取
組
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　その
た
め
に
も
、
今
後
の

指
定
管
理
者
の
候
補
者
選
定

に
お
い
て
、
外
部
評
価
委
員

会
な
ど
で
議
論
を
深
め
、
水

源
地
域
の
更
な
る
活
性
化
に

向
け
て
、
積
極
的
に
取
組
を

推
進
す
る
候
補
者
を
し
っ
か

り
と
選
定
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

●
県
内
米
軍
基
地
の
状
況

　今回
の
報
告
に
あ
り
ま
し

た
米
軍
の
運
用
に
伴
う
航
空

機
の
運
用
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど

の
環
境
、
事
件
事
故
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
よ

う
、
国
に
働
き
か
け
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

　また
、
米
軍
基
地
が
返
還

さ
れ
、
基
地
跡
地
を
地
元
で

利
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の

安
全
保
障
と
両
立
す
る
形
で

の
基
地
返
還
に
も
取
り
組
む

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

次
号
へ
続
く

障
害
の
あ

る
な
し
に

関
わ
ら
ず

能
力
を
発

揮
し
、
働

き
や
す
い

読者限定プレゼント！

Amazonギフト券

毎月 名様に当たる！
ギフト券の進呈に
ついては、ギフト券
コードをご登録いた
だいたメールアド
レスまたは LINE
アカウントにお送り
いたします。メール版

タウンニュース
タウンニュース
for LINE

or
ご登録はコチラ！

メール版タウンニュースまたは、タウンニュースfor LINEにご登録いただいている読者限定で毎月開催されます。

メール・LINEで
タウンニュースの
記事が読めます！

さがみはら緑区版▶︎

¥1,200税込

¥2,500最
大

お１人様通
常料金

※本券1枚で6名様までご利用いただけます。
※ご予約コンペ等ではご使用出来ません。
※他のサービス券との併用は出来ません。
※切り取って受付時にご提示下さい。（コピー不可）

3ゲーム レンタルシューズ

2025.3.31まで有効
高校生以下に
ミニジュースプレゼント

営平日　　　　   10:00～25：00
土曜・日曜・祝日　  9:00～25：00

中央区相模原2-7-4
P120台完備

　毎
年
恒
例
の
サ
ー
ラ
ま
つ

り
が
２
月
11
日
（
火
・

祝
）
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み

（
橋
本
６
の
２
の
１
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
は
し
も
と

内
）
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催

は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
男

女
共
同
参
画
さ
が
み
は
ら

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ー
ラ
／
福

原
信
広
代
表
理
事
）
。

　今
年
で
22
回
目
を
迎
え
る

同
イ
ベ
ン
ト
。
昨
年
、
装
い

を
新
た
に
開
催
さ
れ
大
好
評

を
博
し
た
。
今
年
も
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
ら
が
参
加
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
。

　今
年
の
テ
ー
マ
は
「
女
性

活
躍
推
進
」
。
第
一
部
の
基

調
講
演
に
は
相
模
女
子
大
学

教
授
の
小
泉
京
美
さ
ん
が
登

場
し
、
「
未
来
を
つ
く
る
女

性
た
ち
～
タ
イ
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
取
り
組
み
か
ら
学

ぶ
」
と
題
し
て
講
演
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
る
。
午
後
か
ら
の
第
二

と
子
ど
も
服
の
バ
ザ
ー
な
ど

も
行
わ
れ
る
。

　同
団
体
の
福
原
代
表
理
事

は
「
今
年
は
相
模
女
子
大
学

と
初
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て

『
女
性
活
躍
推
進
』
を
取
り

上
げ
、
新
た
な
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、
皆
さ

ま
と
一
緒
に
考
え
る
場
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
そ
の
他
に
も
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
市
民
参
加
の
創
作

演
劇
、
た
く
さ
ん
の
出
店
も

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
来
場
を

呼
び
掛
け
る
。

　イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ

は
ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み
☎
０
４

２
・
７
７
５
・
１
７
７
５
。

テ
ー
マ
は
「
女
性
活
躍
推
進
」

２
月
11
日

　
ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み

部
で
は
、
昨
年
に
続

き
、
市
民
参
加
の
創

作
演
劇
の
発
表
も
予

定
し
て
い
る
。

　会
場
で
は
、
コ
ー

ヒ
ー
や
お
菓
子
、
け

ん
ち
ん
う
ど
ん
、
手

作
り
小
物
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
販
売
や
無

料
の
肌
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
の
マ
ル
シ
ェ
コ
ー

ナ
ー
も
充
実
。
絵
本

サーラ
まつり

あと16日
ホーム開幕戦まで

2月22日㈯vs栃木SC
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　城
山
の
里
山
エ
リ
ア
を
ｅ

︱
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
（
イ
ー
バ
イ
ク

／
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
電
動

自
転
車
）
で
散
策
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
城
山
ｅ
︱
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ

体
験
ツ
ア
ー
」
が
３
月
１
日

㈯
に
行
わ
れ
る
。
主
催
は
城

山
観
光
協
会
。

　観
光
マ
イ
ス
タ
ー
や
地
域

ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
城
山
湖
周
辺
を
ｅ
︱
ｂ
ｉ

ｋ
ｅ
で
回
遊
す
る
。
当
日
は

専
門
ガ
イ
ド
に
よ
る
運
転
講

習
を
受
け
て
、
城
山
湖
、
龍

籠
山
展
望
台
、
本
沢
梅
園
、

小
倉
橋
な
ど
を
巡
る
。

　同
会
で
は
「
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
や
自
転
車
散
策
、

ｅ
︱
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
に
興
味
が
あ

る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　時
間
は
①
午
前
９
時
か
ら

正
午
、
②
午
後
１
時
30
分
か

ら
４
時
30
分
。
集
合
場
所
は

城
山
自
然
の
家(

川
尻
４
５

７
１
の
２
）
。
駐
車
場
あ

り
。
定
員
は
各
回
７
人
。
参

加
費
は
５
千
円
（
レ
ン
タ
ル

代
、
保
険
料
等
含
む
）
。
締

め
切
り
は
２
月
14
日
㈮
。
申

し
込
み
は
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
参
加
フ
ォ
ー
ム
よ
り
。

問
い
合
わ
せ
は
同
会
☎
０
４

２
・
７
８
３
・
８
０
６
５
。

ｅ
︱
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
で
里
山
散
策

参
加
者
募
集

　
城
山
湖
な
ど
巡
る

　

下水道破損 警戒高まる
20年後、５割が耐用年数超え

相模原市

　こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
下
水
道
施
設
の
老
朽
化

問
題
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
︱
︱
。
相
模
原
市
は
２
月

４
日
、
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を
受
け
、
下

水
道
施
設
の
緊
急
点
検
を
開
始
し
た
。
相
模
原
市
内
に

埋
設
さ
れ
る
下
水
道
施
設
は
他
都
市
に
比
べ
比
較
的
新

し
い
と
さ
れ
る
が
、
今
後
20
年
で
５
割
が
耐
用
年
数
を

超
過
す
る
。
喫
緊
の
課
題
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
各

自
治
体
の
警
戒
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　1
月
28
日
に
埼
玉
県
八
潮

市
で
道
路
の
陥
没
に
よ
っ
て

ト
ラ
ッ
ク
が
転
落
し
た
事
故

は
、
腐
食
し
て
破
損
し
た
下

水
道
管
内
に
土
砂
が
流
れ
込

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
道
路
下

に
空
洞
が
で
き
た
こ
と
が
原

因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　埼
玉
県
の
発
表
な
ど
に
よ

る
と
、
陥
没
現
場
の
下
水
道

管
は
直
径
４
・
75
メ
ー
ト
ル

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。
１
９

８
３
年
か
ら
使
わ
れ
、
さ
い

た
ま
市
の
一
部
や
川
口
市
の

一
部
、
春
日
部
市
な
ど
周
辺

の
12
市
町
か
ら
排
出
さ
れ
た

汚
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
と

い
う
。

全
国
で
陥
没
事
故
頻
発

　公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
は
全
国
的
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
度
末
ま

で
に
整
備
さ
れ
た
全
国
の
下

水
道
管
路
の
延
長
は
約
49
万

キ
ロ
で
、
そ
の
う
ち
耐
用
年

数
の
50
年
を
超
過
し
た
管
路

は
全
体
の
７
％
に
あ
た
る
約

３
万
キ
ロ
あ
る
と
い
う
。
10

年
後
に
は
約
19
％
に
あ
た
る

９
万
キ
ロ
が
耐
用
年
数
を
超

過
し
、
20
年
後
に
は
約
40
％

に
あ
た
る
20
万
キ
ロ
に
達
す

る
と
い
う
。

　ま
た
下
水
道
管
路
に
起
因

す
る
道
路
陥
没
も
相
次
い
で

お
り
、
２
０
２
２
年
度
に
は

約
２
６
０
０
件
発
生
し
た
と

い
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
深

さ
50
セ
ン
チ
未
満
だ
っ
た
。

相
模
原
は
最
大
２
ｍ

　相
模
原
市
内
の
下
水
道
整

備
は
１
９
６
７
年
に
Ｊ
Ｒ
相

模
原
駅
周
辺
を
中
心
に
着
手

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
77
年
か

ら
99
年
ま
で
の
間
を
建
設
の

ピ
ー
ク
と
し
て
整
備
が
進

み
、
２
０
２
３
年
度
末
時
点

で
整
備
総
延
長
は
約
２
９
０

０
キ
ロ
に
及
ぶ
。

　相
模
原
市
の
23
年
度
下
水

道
事
業
報
告
書
に
よ
る
と
、

法
定
耐
用
年
数
50
年
を
超
過

し
た
管
き
ょ
の
延
長
の
割
合

を
示
す
管
き
ょ
老
朽
化
率
は

４
・
54
％
で
全
国
平
均
の

７
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
た

だ
建
設
が
特
定
の
時
期
に
集

中
し
て
い
る
た
め
、
今
後
20

年
間
で
老
朽
化
率
は
50
％
に

及
ぶ
と
い
う
。

　相
模
原
市
は
下
水
処
理
場

を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
神

奈
川
県
と
相
模
川
流
域
の
12

市
町
で
運
営
す
る
「
相
模
川

流
域
下
水
道
事
業
」
に
参
画

し
、
市
内
で
発
生
す
る
汚
水

を
左
岸
幹
線
と
座
間
海
老
名

幹
線
で
茅
ヶ
崎
市
内
に
あ
る

柳
島
水
再
生
セ
ン
タ
ー
ま
で

運
ん
で
い
る
。

　市
下
水
道
保
全
課
の
担
当

者
に
よ
る
と
、
「
相
模
原
市

は
上
流
域
に
あ
た
る
た
め
、

今
回
の
事
故
現
場
の
よ
う
な

大
規
模
な
下
水
道
管
路
は
な

い
」
と
し
て
、
市
内
で
最
大

の
管
径
は
２
メ
ー
ト
ル
で
南

区
内
に
１
路
線
３
キ
ロ
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

緊
急
点
検
を
開
始

　相
模
原
市
で
は
２
月
４

日
、
こ
の
事
故
を
受
け
て
要

経
過
観
察
箇
所
の
再
点
検
と

管
径
２
メ
ー
ト
ル
の
下
水
道

管
の
点
検
を
開
始
し
た
。
２

月
中
を
め
ど
に
埋
設
さ
れ
た

地
上
部
の
た
わ
み
や
マ
ン

ホ
ー
ル
の
沈
下
な
ど
を
点
検

し
、
汚
水
管
に
つ
い
て
は
マ

ン
ホ
ー
ル
内
か
ら
の
目
視
点

検
や
写
真
撮
影
を
行
う
と
し

て
い
る
。

老
朽
化
し
た
下
水
管
の
イ

メ
ー
ジ
（
相
模
原
市
提
供

写
真
／
第
２
次
相
模
原
市

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
）


